








小児期尿路感染症で、VUR が発見され逆流防止術を施行した 16症例について検討したとこ

ろ、術後、尿路感染症の頻度や身長の増加に関しては改善傾向を認めたものの、腎瘢痕や

Renogrampattern に著明な改善はみられなかった。今後 VUR に対して、早期発見、早期治

療、手術適応、手術時期について確立する必要があると思われる。 


